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議案第４２号 令和４年度米子市一般会計補正予算（補正第１０回） ［原案可決］

議案第４３号 令和５年度米子市一般会計予算（補正第１回） ［原案可決］

議案第４４号 令和５年度米子市介護保険事業特別会計補正予算（補正第１回）

［原案可決］
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午前１１時１４分 開会

○戸田委員長 ただいまから予算決算委員会を開会いたします。

先ほどの本会議において、当委員会に付託されました議案第４２号から議案第４４号ま

での３件を一括して議題といたします。

３件の議案について、総括質問の通告はありませんでした。

分科会審査の担当部分については、お手元に配付しております予算決算委員会分科会審

査担当表のとおりといたします。

分科会審査のため、暫時休憩いたします。

午前１１時１５分 休憩

午前１１時５１分 再開

○戸田委員長 予算決算委員会を再開いたします。

議案第４２号から議案第４４号までの３件の議案については、各分科会長から特段報告

すべき事項はなかったとの報告を受けております。

これより討論に入ります。討論の通告がありますので、発言を許します。

錦織委員。

○錦織委員（登壇） 日本共産党米子市議団の錦織陽子です。市議団を代表して、議案第

４３号、令和５年度米子市一般会計補正予算（補正第１回）について、否決を求める討論

をします。

議案の主たる中身は、ヘルスケアプラットフォーム実装事業費、約３億円です。米子市

は国のデジタル田園都市国家構想交付金への申請が採択されたため、この交付金を使って

デジタル診察券やアプリ導入のフレイル予防プログラム、米子総合情報ポータルサイトな

どの機能を軸とした連携アプリの開発委託費に活用とするものです。国は令和４年度２次

補正で地方創生関連の従来の３つの交付金をまとめてデジタル田園都市国家構想交付金を

設立しました。この交付金のうち、デジタル実装タイプに今回米子市が交付申請したもの

ですが、マイナンバーカードの普及率が高い団体において取組を実施し、全国への横展開

となる先行事例を作るとしています。この交付には、マイナンバーカードの普及促進と一

体不可分です。申請要件には、申請締切りの直前月末の申請率が全国平均交付率以上であ

ることが必須条件で、申請締切りの直前月末の申請率を勘案して加点措置をし、さらにデ

ジタル実装タイプ、マイナンバーカード利用横展開事例創出型は交付金の交付割合もほか

のタイプに比べても国庫補助率は１０分の１０と有利です。２月６日の申請締切り直前の

１月末の申請率が７割未満の自治体は、申請そのものができません。自治体からの申請事

業に対して１００点を満点に点数の上位から予算の範囲内で採択される制度設計であり、

つまり米子市は、１月１７日で７０パーセントを超えたので、申請率の加点が採択に大き

く影響したことになります。国はマイナンバーカードの申請促進のためにマイナポイント

キャンペーンの延長を重ね、大々的にそのための人件費や委託費などにも多額の税金をつ

ぎ込んでいます。マイナンバーカードの普及状況を交付申請に反映させ、利用シーンの拡

大を積極的に支援するとして、自治体をマイナンバーカード申請率で競わせ、その利用拡

大を誘導しています。そして、カードを持たない市民は手数料も医療でも不利益を被り、

また、格差をつけられています。導入時には任意であったカード取得を強制に追い込むや

り方は認められません。フレイル予防プログラムなど一つ一つの事業を否定するものでは
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ありませんが、このようなマイナンバーカード拡大に反対の立場からデジタル田園都市国

家構想交付金を活用した予算が含まれる議案第４３号は認められません。

否決を求めて私の討論を終わります。

○戸田委員長 以上で通告による討論は終わりました。

ほかに討論はありませんか。

〔「なし」と声あり〕

○戸田委員長 ほかにないものと認め、討論を終結いたします。

これより、３件の議案を順次採決いたします。

初めに、議案第４２号及び議案第４４号の２件の議案を一括して採決いたします。

２件の議案について、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と声あり〕

○戸田委員長 御異議なしと認めます。

よって、２件の議案は、いずれも原案のとおり可決すべきものと決しました。

次に、議案第４３号、令和５年度米子市一般会計補正予算（補正第１回）を採決いたし

ます。

本件について、原案のとおり可決することに賛成の委員の起立を求めます。

〔賛成者起立･･･安達委員、伊藤委員、稲田委員、今城委員、岩﨑委員、大下委員、岡田委

員、奥岩委員、門脇委員、国頭委員、田村委員、塚田委員、津田委員、徳田委員、土光

渡辺委員〕

○戸田委員長 起立多数であります。

よって、本件は、原案のとおり可決すべきものと決しました。

以上で本委員会に付託されました議案の審査は終了いたしました。

これをもちまして、予算決算委員会を閉会いたします。

午前１１時５７分 閉会

米子市議会委員会条例第２９条第１項の規定により署名する。

予算決算委員長 戸 田 隆 次


